
HDMI規格について
HDMI（High Definition Multimedia 
Interface）は、高画質・高分解能の要求
によって進化を続けています。HDMIコ
ネクタは、映像、音声、制御信号用の配
線を 1つのコネクタ内に実装しており、
小型で広帯域であることからコンシュー
マ向け電子機器への実装に対して理想
的です。このため、HDTV、セットトッ
プ・ボックス、DVRや BlueRay Disk/
HD-DVDにおける主要なインタフェース
として急速に普及しており、さらに、ラ
ップトップ PCやカムコーダ等への利用
も広がっています。

現行 Ver1.3aが発行され、更なるハイク
オリティ化をめざして進化しています。

Agilent N1080A HDMI
テスト・ポイント・アクセス（TPA）
アダプタ

広帯域・高性能の実現で、
HDMI Ver 1.3a規格をサポート

急激な発展を遂げる
デジタル家電や

電子ゲーム機器は、娯楽性や
リアリティを高めるため、
より高画質・高分解能を

追及しています。分解能が高く
なることは、速い伝送レートを
必要とし、ソース、シンク
およびケーブルに対して

新しい要求が求められています。
N1080A HDMIテスト

ポイント・アクセス（TPA）
アダプタは、比類のない

使い勝手と高性能を両立した
測定アクセサリです。

テスト・ポイント・アクセス・
アダプタ（TPA）
各種の測定にあたって、同軸系のコネク
タで接続する電子計測器と HDMIコネク
タの仲介となるテスト・ポイント・アク
セス・アダプタは、各測定に対してでき
るかぎり透過性が高く、広い範囲の計測
器と接続が可能で、多くのパラメータを
測定できることが理想的です。

Agilent N1080A HDMIテスト・ポイン
ト・アクセス（TPA）アダプタは広帯域・
高性能の実現により、HDMI Ver1.3aの
ソース機器のアイパターン解析やケーブ
ルの差動インピーダンスや減衰量の評価
およびシンク機器の特性評価試験まで、
すべてのコンプライアンス・テスト項目
をカバーします。

N1080A-HO1 TPAとタイプ Aプラグ N1080A-HO2 TPAとタイプ Aレセプタ

N1080A-HO3 TPA低周波および制御ボード



N5399A HDMIコンプライアンス・テ
スト・ソフトウェアは、一連の測定を自
動的に実行し、測定結果をわかりやすい
HTMLのレポート形式で生成します。こ
れにより、HDMIの標準テスト・センタ
（ATC）に持ち込む前のプリ・テストによ
る事前検証を効率化します。

低速の制御ラインのテスト
HDMI規格では、DDC/CECラインの容
量、Hot Plug Detectの出力抵抗などの
低速の制御ラインの試験も定められてい
ます。N1080Aオプション H03低周波
ボードを、N1080A TPAと合わせて用い
ることで、これらの低速の制御ラインに
対する試験が可能です。

シンク機器テスト
HDMI規格では、シンク機器に対して、
スイング・トレランス、スキューおよび
ジッタ・トレランスの試験があります。
HDMIは、差動式の高速シリアル・チ
ャネルを 4チャネル使用してデータを伝
送しており、そのデータを実際にシンク
機器のディスプレイに映すことで、試験
結果を確認します。従って、マルチ・チ
ャネルのテスト・セット・アップが必要
です。高性能な N1080A TPAアダプタ
と E4887A TMDSシグナル・ジェネレ
ータにより、DeepColorをサポートし
たハイ・スペックなシンク機器の試験
が可能となります。さらに、N5 990A 
ValiFrame自動測定ソフトウェア・プラ
ットフォームと HDMIテスト・ライブラ
リにより、複雑なテスト・シーケンスを
わかりやすくステップ・バイ・ステップ
で実行し、テストを効率化できます。

www.agilent.co.jp/find/emailupdates-
Japan
Agilentからの最新情報を記載した電子メー
ルを無料でお送りします。
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N1080A TPAは、低い挿入損失と卓越し
たインピーダンス特性に加え、ペア同士
およびペア内のスキュー（伝播遅延時間）
も低く押さえています。N1080A TPA
は、従来の TPAに比べて、小型でフレキ
シブルな構造のデザインであることによ
り、TVセットの背面に代表される狭いス
ペースに配置された HDMIコネクタをも
つ機器への接続が可能となります。

ケーブル・テスト
HDMI規格では、ケーブルに対して多く
の試験項目が規定されています。N1080A 
TPAと 86100C広帯域オシロスコープお
よび 54754A差動 TDRモジュールによ
り、TDR測定によるインピーダンスとス
キューの測定が迅速かつ正確に行えます。
さらにオプション 202アドバンスド・イ
ンピーダンスおよび Sパラメータ測定ソ
フトウェアと合わせて用いることで、減
衰量の測定も可能です。オプション 202
では、時間ドメインと周波数ドメインの
切り替えもワンタッチで行えるため、ト
ラブルシューティングや設計改善なども
効率よく行えます。

また、N1080A TPA と E5071C ベクト
ル・ネットワーク・アナライザを用いる
ことで、減衰量と位相およびクロストー
クの測定も可能です。さらに、これらを
自動測定するためのオプション・ソフト
ウェアもご用意しています。

ソース機器テスト
HDMIでは、ソース機器に対して、電圧、
スキュー、ジッタ、アイパターン、立ち
上がり時間など多くのパラメータの測定
を設けています。

N1080A TPA アダプタを、DSO90000
シリーズ Infiniiumオシロスコープおよ
び N5399A HDMIコンプライアンス・テ
スト・ソフトウェアと用いることで、測
定確度を犠牲にすることなく、極めて簡
単にソース機器の特性を把握できます。
TPAアダプタの優れた性能により伝送さ
れる信号を正確に観測することができま
す。これにより、ソース機器の特性をど
のように改良すべきかについて、正しい
判断が得られます。

86100C/54754A TDR測定

Infi niium DSO90000オシロスコープ

81250モジュラ BERTプラットフォーム

N1080Aオーダリング・ガイド
N1080Aは、３つのオプションを用意し
ています。
オプション H01プラグ・コネクタをもつ
TPAで、主にソース機器およびシンク機
器の試験に使用します。オシロスコープ
とのインタフェースとなるプローブや同
軸コネクタ等のアクセサリは別途お求め
ください。
オプション H02レセプタクル・コネクタ
をもつ TPAで、主にペアで用いてケーブ
ルの試験に使用します。TDR校正におい
てオプション H01が必要となります。
注 記： 最 高 の 確 度 を 得 る に は、
N1080A-H01 TPA プ ラ グ と N1024A 
TDR校正キットが必要です。
オプション H03低周波ボードは、さまざ
まなテスト／ソース・モジュールに使用
します。*

* N1080A-H03は EDID用のソケットを備えてい
ますが、実際のチップではありません。
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